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を置いて撮影した「Street」シリーズと比較した時、社会における撮影者という存在をいかに位置づけ
るのかという問題を喚起するものであり興味深い。提出作品において、トンネル内部と外部の光量がほ
ぼ等しくなるように撮影の時間帯を選択されていることは、辰巳が強い関心を寄せる「空間」「時間」の
境界とその近接の問題を扱う上で充分な効果を与えている。カラー写真でありながら、色味を失った光
景は、風景を対象とした絵画、写真、ランドアート等を深く考察した上で初めて獲得された世界の表象
であると言える。 
 以上の理由から学位授与に値すると考え合格とする。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 辰巳唯人は京都大学大学院博士後期課程三年（地理学専攻）から東京芸術大学大学院博士後期課程に
入り直した経歴を持つ。東京芸術大学大学院博士後期課程入学後は、写真と地理学を結びつける交通空
間の可視化の研究に励み、地下鉄のプラットフォームや鉄道のトンネルなど、「イメージと交通/移動」
の関係を明確化する作品作りを行い、ニコンサロンなどで発表、新たな表現者として期待されてきた。 
 今回の博士論文はそのような経緯を踏まえ、写真を中心とした映像メディアが現実世界の地理的場所
とどのような関係性で結ばれているのかを、写真家やアーティストらのアプローチや試みから詳細に考
察したものである。写真家やアーティストらは地理的場所や空間をどのような態度や視点で捉えてきた
のかを歴史的、美学的に辿りながら、「移動」や「交通」と言ったキーワードを核にまとめ直し、「写真
の地理学」という独自の研究領域を確立しようとしている。文章力、構成力、表現力もあり、論文の精
度や質も高い。 
 またトンネルの内部から外部を撮影した作品シリーズは、内と外、昼と夜、光と闇、時間と空間とい
った二元論を反転させる特別なトポスを定着させた新たな地理学的写真として高く評価できる。 
 以上の理由から審査委員全員の承認の下に論文・作品を博士号に値すると認める。 
